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研究成果の概要（和文）：　本研究は、授業研究を達成改善型に変革し、そのマニュアルを作り、それにもとづき、教
育を変えることを目指している。３つの学校で達成改善型授業研究を行い評価し、教育効果を確定した。2013－14年の
研究では、広島大学附属小学校、尾道市の2つの中学校で、実験的に試行した。また、2014年10月には、米国、シンガ
ポール、韓国の研究者を招聘し、授業研究を観察するとともに、達成改善型授業研究に関する意見を求め、議論した。
　研究成果は①学習者用評価規準を作り出すことができたこと、②評価規準を観察者、教師だけではなく、学習者にも
活用してその授業における学習達成に関する自己評価を進める試みを行ったことである。

研究成果の概要（英文）：　This study revolutionizes a lesson study in an achievement improvement model 
and makes the manual and, based on it, aims at changing education. I performed an achievement improvement 
type lesson study in three schools and evaluated it and established an education effect.
 In the study of 2013-14 years, I tried it among an elementary school attached to Hiroshima University, 
two one of Onomichi-city experimentally at school. In addition, in October, 2014, I invited three 
researchers from United States, Singapore, South Korea and observed a lesson study and found the opinion 
about the achievement improvement type lesson study and argued. That the results of research were able to 
create evaluation standards for learners,:It is to have tried that I utilize an evaluation standard to an 
observer, not only the teacher but also learner and push forward auto-criticism about the achievement of 
learning in the class.
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１．研究開始当初の背景 

 授業研究は世界において注目され、

Jugyou-kenkyu や Lesson Study という

英語によって欧米、アジアで盛んになって

いる。国内でも、2011 年には世界授業研

究学会（World Association of Lesson 

Studies）(WALS)が東京大学で開催され、

日本教育方法学会による授業研究に関する

著書（2009）、英語版（2011）にて総括的

に示されている。従来の授業研究は指導改

善型と呼べる教師の指導力、教育実践力の

向上に、重点を置いていた。 

現在、学校現場において進められている

授業研究は次の４点で課題をもっている。    

①授業研究の効果が判然とせず、行うこ

とに意義があるという惰性的な側面をもっ

ていること。 

②授業研究の研究目的、ねらいが明らか

ではなく、曖昧であること。 

③学校現場の関心が教師から学習者に移

行していることから、授業研究の目的を学

習者の学習成長の問題と捉えているが、そ

れを判断する手立てが作り出されていない

こと。 

④とりわけ、教育現場における授業研究

が指導案に基づく検討を進めているが、そ

こに書かれている指導の内容と方法に関し

て議論を行っているが、学習者の達成に関

して、またそれに関わる評価規準に関して

は検討しないこと。 

これらの研究課題は、各学校における授

業研究における教師の指導改善のみならず、

学習者の達成改善を必要としている。従来

の授業研究の内容と方法の両側面にかかわ

り、改善・改革を必要としている。 

 

２．研究の目的 

 授業研究に関するこれらの課題克服方法

として、研究代表者、池野を中心とした広

島県の小学校・中学校グループは、次の 4

つの目的を設定した。 

①学習者に達成させたい状態を事前に学

習者用評価規準として想定する。 

②この評価規準にもとづき、それへの達

成を A、B、C という３つの段階に区分す

る。 

③教師と学習者の両者においてその達成

度が確認でき、その授業の良し悪しを判定

する。 

④以上の３つを実際にできるように試み

る。 

これらを本研究の目的にした。これらの

目的は学校の各授業研究の改善を促すとと

もに、学習者一人一人の学習達成度を測り、

その成長を見極めるものとして働くことが

できる。 

 

３．研究の方法 

 本研究の目的を達成する研究の方法とし

て、「達成改善型授業研究」を生み出した。

達成改善型授業研究とは、上述の①から③

を満たすように、学習者に達成させたい状

態を事前に学習者用評価規準として想定し、

それにもとづき、それへの達成を A、B、C 

という３つの段階に区分し、教師と学習者

の両者においてその達成度が確認でき、そ

の授業の良し悪しを判定する、授業研究の

方法である。 

 2013-2014年度の 2か年の研究は、全体

目標として、達成改善型授業研究の有効性

を教育効果の調査によって検証すること、

下位目標１として、達成改善型授業研究の

基本マニュアルを策定すること、下位目標

２として、３つの小・中学校において、達

成改善型授業研究を行い、検証すること、

下位目標３として、外国の授業研究者によ

る評価を受け、その有効性と汎用性を確定

することにおいた。 

 このような方法を、（１）達成改善型授業

研究マニュアルとして作成し、（２）広島大



学附属小学校、尾道市の 2 つの中学校で、

実験的に試行した。また（３）2014 年 10

月には、アメリカ、シンガポール、韓国の

授業研究者を招聘し、授業研究を観察する

とともに、達成改善型授業研究に関する意

見を求め、議論した。 

  

４．研究成果 

 2013-2014 年度の研究の特質を総括すると、

①学習者用評価規準を作り出すことができ

たこと、②評価規準を観察者、教師だけで

はなく、学習者にも活用してその授業にお

ける学習達成に関する自己評価を進める試

みを行ったこと、③イギリス、韓国の外部

評価者から、一定の効果があると評価され

たことを挙げることができる。 

 そして、研究成果として次の２点を提示

できる。 

①学習者用評価規準を個別単元ごとに作

り出すことができたこと。 

②評価規準を観察者、教師だけではなく、

学習者にも活用してその授業における学習

達成に関する自己評価を進める試みを行っ

たこと、である。 
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